
令和5年度　高岡市在宅医療多職種連携研修会

　　　顔の見える連携を・・もう一度、確認しよう！医療多職種連携

令和５年１２月１３日午後１時３０分から高岡市ふれあい福祉センターにて、令和５年度

高岡市在宅医療多職種連携研修会が開催されました。居宅介護支援事業所、地域包括支援

センター、小規模多機能型居宅支援事業所、薬局、訪問看護ステーションの職員１０８名

が集まりました。今年度は、「入院、退院時の医療と介護のスムーズな連携について」を

テーマに、在宅医師、薬局薬剤師、高岡市内４つの総合病院の地域連携室それぞれの職種

の視点でご講義いただきました。最後に、４つの総合病院との連携上のポイント等まとめ

た「高岡市内総合病院地域医療連携室一覧表」が参加者に配布されました。

研修に参加して・・・

ケアマネジャー

・各病院での入院～退院支援の状況や、在宅との

連携の取り方、流れが具体的にわかりやすく大変

参考になった。各病院が退院支援に向けて熱意を

もって取り組んでいるとわかり安心した。薬剤師

に薬の相談ができることがわかった。頼りになる

先生がいてくれてよかった。

・最近は病棟看護師の介護保険の理解

が深まっていると感じる。・バイタル

リンクをもう少し使いやすいものにな

ればよいと感じる。地域包括支援センター

多職種が互いの立場を理解し合い、

より顔の見える連携の関係を、これ

からも一緒に作っていきましょう！

・在宅で薬に困っている人がいて

も、薬局に情報が届かない。役立

つこともあると思うので、薬局を

利用してほしい。

薬局薬剤師


